
尾瀬ボランティア  コーディネーター業務日誌  

活  動  日  令和  7年  5月 31日（土）  

参

加

者  

人 数 ： 1 6 名  

参 加 者 （ 番 号 ）  

1 1 2 7 、 1 1 0 7 、 1 0 4 3 、 1 1 1 3 、 1 0 6 3

、 8 3 8 、 8 3 9 、 8 2 7 、 1 1 3 3 、 1 1 3 4  

9 7 4 、 0 2 9 、 4 3 5  

財 団 事 務 局 三 津 輪 宏 之  

財 団 事 務 局 佐 々 木 彩 乃  

財 団 事 務 局 青 木  英  

活動場所  鳩 待 峠 入 山 口  

記  入  者  三 津 輪 宏 之  

天   気  曇 り の ち 雨  

現地の状況  

・ 午 前 8時 、 鳩 待 峠 入 山 口 で 集 合 し た 。 雨 予 報 で あ っ た が 、

無 事 ボ ラ ン テ ィ ア が 鳩 待 峠 に 到 着 し た 。  

・ 全 員 集 合 し た と こ ろ で 自 己 紹 介 と 鳩 待 峠 ～ 山 ノ 鼻 ま で の 歩

道 の 状 況 に つ い て 情 報 共 有 を 行 い 、 登 山 者 へ の 周 知 方 法 に

つ い て 確 認 し た 。  

・ 活 動 は 3班 編 制 で 行 い 、 鳩 待 峠 入 山 口 と ア ヤ メ 平 入 山 口 に

分 か れ て 活 動 を 行 っ た 。 ア ヤ メ 平 入 山 口 は 入 山 者 が 見 ら れ

な か っ た 。  

・ 木 道 が 濡 れ て い る 箇 所 が 多 い こ と が 予 想 さ れ た た め 、 転 倒

の 危 険 性 に つ い て 、 入 山 者 に 対 し て 注 意 喚 起 を 行 う 必 要 が

あ っ た 。  

・ ハ イ キ ン グ ガ イ ド を 希 望 す る 方 に 一 つ ず つ 配 布 し 、 登 山 道

に つ い て 案 内 し た 。  

・ 当 日 は 群 馬 県 警 谷 川 岳 山 岳 救 助 隊 も 山 岳 遭 難 防 止 の 啓 発 活

動 を 行 っ て お り 、 同 じ 場 所 で 活 動 を 行 っ た 。  

・ 午 前 1 0 時 に 再 集 合 し 、 振 り 返 り を 行 っ て 入 山 口 啓 発 活 動 を

終 了 し た 。  

当日の具体的なボランティア活動のコーディネート  

 ・ 主 に 行 程 及 び 所 要 時 間 、 木 道 の 状 況 と 安 全 な 歩 行 に つ い

て 注 意 喚 起 を 行 っ た   。  

 ・ 入 山 口 で の 記 念 撮 影 を 補 助 す る こ と を き っ か け と し た 啓

発 活 動   

・ 種 子 落 と し マ ッ ト と ご み 持 ち 帰 り 運 動  

 

引継・特記事項  

  ・曇りのち雨、肌寒い天候であった。ミズバショウ開花の最盛期であっ

たが入山者数は余り多くはなかった。  

 ・入山者啓発活動の強化日として実施し、大勢のボランティアが参集し

た。活動後、ボランティア同士で山ノ鼻へ向かい、尾瀬ヶ原散策を楽

しまれていた。ボランティア同士の交流も進み、充実した活動となっ

た。  

 ・強化日を設けることによって、ベテランボランティアから経験の浅い

ボランティアに手法を伝えるよい機会となった。  

 


